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1．はじめに 

 五日市線は拝島駅（東京都昭島市）から武蔵五日市駅（東京都あきる野市）を結ぶ路線である。平井踏切はあき

る野市を通る東京都道と五日市線の交差部にある踏切であり、東京都との施工協定により拡幅工事を実施している。

当該踏切は武蔵増戸駅構内に位置しており、踏切に近接した位置に分岐器が存在している。踏切拡幅はこの分岐器

の扱い方により計画及び施工に大きく影響することから、平成 19 年度より詳細な検討を開始し、平成 20 年度にお

いて工事を実施した。本工事の分岐器敷設位置変更及び線形変更について施工計画と施工について報告する。 
 
2． 基本計画検討 

平井踏切の拡幅は、支障する分岐器に対して次の 2 案による

対策を講じなければ実施できない状況にあった。以下にそれぞ

れの計画内容について説明する。 
A 案：分岐器クロッシング部を踏切内に介在させる 

現姿線形のまま踏切のみを拡幅する。このため、踏切内に

分岐器のクロッシング部が介在し、特殊な形状の敷板（連接

軌道）を採用することとなる（写真-1）。 
写真-1 分岐器介在踏切敷板（イメージ） B 案：支障する分岐器の敷設位置を拡幅エリア外へ変更する 

①のような特殊な形状を採用しない一般的な構造とする。分岐器の敷設位置変更には、分岐器前後の線路線形

を変更する必要が生じる。（図-2） 
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図-2 分岐器位置変更・線形変更略図 

 
A 案における主体工事は連接軌道敷設、B 案では分岐器敷設

位置変更・線路線形変更となる。工事施工日において実施を要

する作業内容を表-1 にまとめる。 
表に示す通り、主体工事施工日に実施を要する作業量は B 案

が多い状況にあり、施工面から選定するのであれば A 案の採用

が優位となる。 
しかし、A 案では特殊な連接軌道の採用となる。平井踏切に

おいては、クロッシング部が介在するため、欠線部であるノー

ズ部において広い空間が発生する。この空間は塞ぐことは不可

能なため、歩行者の安全性に影響を与えることとなり、拡幅の

効果を最大限に発揮できないことからも好ましい構造とは言

い難い。また、保守管理から考えた場合、通常の分岐器の管理

に加え、踏切敷板部材の隙間、ボルト締結状況等の管理が増と

なる。また、クロッシングについては、断面に曲線を有しているマンガンクロッシングでは敷板部材の加工・取

付が複雑となることから組立クロッシングを採用せざるを得ない。 

 A：分岐器介在連接軌道 B：位置変更・線形改良 

軌

道 

分岐器部分交換（ｸﾛｯｼﾝｸﾞ部） 

連接軌道新設（撤去は事前作

業） 

軌道整備 

分岐器撤去・新設 

軌道横移動（線形改良） 

踏切敷板撤去復旧 

軌道整備 

信

号 

転てつ機撤去・新設 

障害物検知装置設定 

転てつ機撤去・新設 

ケーブル接続 

軌道回路試験 

障害物検知装置設定 

電

車

線 

作業なし 電車線路撤去・新設 

（新線の配線は事前作

業。当日は調整のみ） 

表-1 A・B 案 作業比較表 

以上を踏まえた結果、施工面では不利であるが、拡幅本来の目的と保守管理の軽減を図れる B 案を採用した。 

キーワード：踏切拡幅、分岐器全交換、2000 形 50N-16# 

連絡先：〒192-8502 東京都八王子市旭町 1-8 Tel：042（620）8568 Fax：042（620）8569 

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-531-

 

Ⅳ-267

 



3．施工間合調整 

B 案においては、表-1 に示す作業について同一間合での施工を

要するため、施工当日の工程調整が重要な管理項目となる。当日

施工する全作業について、競合の可否を踏まえバーチャートでま

とめた（図-3）。この結果、通常の保守管理作業と同様の夜間作

業間合では完了できず、一部の列車を武蔵増戸～武蔵五日市間に

おいて区間運休・バス代行輸送としなければ施工不可との判断と

なった。施工間合確保のため、営業、運輸部門を含めた調整を行

った結果、列車区間運休が可能との結論を得た。これを受け、道

路管理者及び自治体の協力も得ながら広報活動を実施し、お客様及び近隣住民の皆様からご理解をいた上で B 案

の工事を施工する事とした。 
 
4．分岐器敷設位置変更・線形改良の施工 

 本工事施工に当たり、間合確保は可能となったが、多くのご迷惑を

おかけすることに変わりはないため、可能な限り作業時間及び列車運

休本数を減じる必要がある。軌道作業においては、以下の 3 点の改善

策を実施し、施工当日の作業量の軽減、施工効率の向上、作業時間短

縮を図った。（修正工程表を図-4 に示す。） 
① 線形改良部道床交換 
 ・分岐器敷設計画位置で道床を事前に敷設し、当日の道床運搬作

業を軽減。 
・軌道線形変更（軌道横移動）の施工性向上。 

 ・道床内に混入した土砂を撤去し、線形変更後の軌道状態を良好

に保つ。 
② 駅間での分岐器組立・載線・運搬 
 ・分岐器組立・載線位置を駅間（敷設位置から約 350m 外方）で

施工し、新旧分岐器付近での作業員の集中を避ける。 
 ・事前に分岐器の吊上げ・載線試験を実施し、施工方法と安全性

について確認する。（交換分岐器は 50N16#-2000 形分岐器（全

長 37m、重量 約 20t）のため。） 
③ 材料搬出構台 
 ・発生分岐器運搬作業の軽減。 
・重機台数を減じ、作業スペースを確保。（重機使用により踏切か

らの搬出を計画していた。） 
 ・発生材料を施工間合で搬出しきれなかった場合の仮置きスペース

を確保。（列車運行に支障しない建築限界外に材料仮置を可能と

した。） 
 
5．まとめ 

本工事の施工は難しいものであったが、特殊な軌道構造を採用せず 
に従来どおりの保守管理を維持できる構造とすることが出来た。また、分岐器敷設位置変更に合わせて分岐器の高

番数化、曲線改良を付加する線形改良を実施したことで、保守量の軽減と乗り心地のよい線路にすることが可能と

なった。 
平井踏切は八王子支社において過去に実施した踏切拡幅工事の中で最も複雑な件名であり、社内外を問わず多く

の協力を得なければ実施不可能な状況であった。本踏切の拡幅工事にご協力を頂いた、道路管理者、自治体ほか多

くの関係機関、また、設計・施工に携わった請負会社に対し末筆ながら謝意を申し上げます。 

図-6 新分岐器敷設完了 

図-5 組立分岐器載線 

図-4 修正工程表 

図-3 作業工程表（B 案） 
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